
BGPルートマップ継続

BGPルートマップ継続機能により、continue句が BGPルートマップコンフィギュレーション
に導入されます。continue句によって、ポリシー設定とルートフィルタリングのプログラム性
は高まり、正常な matchおよび set句によってエントリが実行された後に追加のエントリを実
行する機能が導入されます。continue句によって、ネットワークオペレータはポリシー定義を
さらにモジュール化して設定できるようになり、特定のポリシー設定を同じルートマップ内で

繰り返す必要がなくなりました。

•機能情報の確認（1ページ）
• BGPルートマップ継続に関する情報（2ページ）
• BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックのフィルタ処理の方法（3
ページ）

• BGPルートマップ継続の設定例（7ページ）
•その他の参考資料（9ページ）
• BGPルートマップ継続の機能情報（9ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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BGPルートマップ継続に関する情報

continue句を使用した BGPルートマップ
BGPルートマップコンフィギュレーションでは、continue句によって、ポリシー設定とルート
フィルタリングのプログラム性が高まり、正常な matchおよび set句によってエントリが実行
された後に追加のエントリを実行する機能が導入されました。continue句によって、ポリシー
定義をさらにモジュール化して設定できるようになり、特定のポリシー設定を同じルートマッ

プ内で繰り返す必要がなくなります。continue句の導入以前は、ルートマップの設定はリニア
的であり、ルートマップのフローを制御することがまったくできませんでした。

continue句を使用しないルートマップの動作

ルートマップは一致が出現するまで match句を評価します。一致が出現すると、ルートマッ
プは match句の評価を停止し、設定された順序で set句の実行を開始します。一致が出現しな
い場合、ルートマップはマッチングに「失敗」し、ルートマップの次のシーケンス番号を評

価します。これをすべての設定されたルートマップエントリが評価されるか、一致が出現す

るまで続けます。各ルートマップは、エントリを識別するシーケンス番号でタグ付けされてい

ます。ルートマップエントリは、シーケンス番号が最小のものから評価が始まり、最大のシー

ケンス番号を持つもので終わります。ルートマップに set句だけが含まれる場合、set句は自動
的に実行され、ルートマップは他のルートマップエントリを評価しません。

continue句を使用したルートマップの動作

continue句を設定すると、ルートマップは一致が出現した後も、指定されたルートマップエ
ントリで match句の評価と実行を続けます。continue句は、シーケンス番号を指定することで
特定のルートマップエントリに移動する（ジャンプする）よう設定できます。シーケンス番

号が指定されていない場合、continue句は次のシーケンス番号へ移動します。この動作は、「黙
示的継続」と呼ばれます。match句がある場合、continue句は一致が出現した場合にだけ実行
されます。一致が出現しなかった場合、continue句は無視されます。

continue句を使用した match動作

match句がルートマップエントリに存在しないのに continue句が存在する場合、continue句は
自動的に実行され、指定されたルートマップエントリへ移動します。ルートマップエントリ

に match句が存在する場合、continue句は一致が出現した場合にだけ実行されます。一致が出
現し、かつ continue句が存在する場合、ルートマップは set句を実行し、それから指定された
ルートマップエントリへ移動します。その次のルートマップエントリに continueが含まれて
いる場合、ルートマップは一致が出現すればその continue句を実行します。continue句がその
次のルートマップエントリに存在しない場合、ルートマップは通常どおり評価されます。

continue句がその次のルートマップエントリに存在するが一致が出現しない場合、ルートマッ
プは継続せずに「失敗」し、その次のシーケンス番号が存在すればそこへ移動します。
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ルートマップ内のmatch community句のコミュニティリスト数が 1行で 256文字を超える場合
は、新しい行で複数のmatch community文の不揮発性生成（NVGEN）を行う必要があります。

（注）

continue句を使用した Set動作

set句は、match句の評価中は残しておかれ、ルートマップ評価が完了した後に実行されます。
set句は、設定された順番に評価され、処理されます。ルートマップに match句が存在しない
場合を除き、set句は一致が出現した後にだけ実行されます。continue文は、設定された setア
クションが実行された後にだけ、指定のルートマップエントリへと進みます。setアクション
が最初のルートマップで発生し、それから後続のルートマップエントリにおいて再び同じ set
アクションが異なる値で発生した場合、同じ setコマンドで設定された setアクションは、set
コマンドが複数の値を許可する場合を除き、最後の setアクションによってそれ以前のものが
上書きされます。たとえば、set as-path prependコマンドは複数の自律システム番号の設定を
許可しています。

ルートマップエントリにmatch句が含まれない場合、continue句は一致の出現なしで実行でき
ます。

（注）

ルートマップはリニア動作であり、入れ子動作ではありません。あるルートがいったんcontinue
コマンド句を伴ったルートマップ許可エントリで一致すると、ルートマップ末尾の黙示的拒

否により処理されません。例については、「例：BGPルートマップでの continue句の使用に
よるトラフィックのフィルタ処理」の項を参照してください。

（注）

BGPルートマップでのcontinue句の使用によるトラフィッ
クのフィルタ処理の方法

BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックフィル
タリング

BGPルートマップで continue句を使用してトラフィックのフィルタリングを行うには、次の
作業を実行します。

continue句ではより大きな値のエントリ（シーケンス番号が自身より大きいルートマップエン
トリ）にだけ移動できます。小さな値のルートマップエントリには移動できません。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number
4. neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
5. neighbor {ip-address| peer-group-name} route-map map-name {in | out}
6. exit
7. route-map map-name {permit | deny} [sequence-number]
8. match ip address {access-list-number | access-list-name} [... access-list-number | ...

access-list-name]
9. set community community-number [additive] [well-known-community] | none}
10. continue [sequence-number]
11. end
12. show route-map [map-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードなど、高位の権限レベルを有効
にします。

enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 50000

指定された自律システム内のネイバーの IPアドレ
スまたはピアグループ名を、ローカルルータの

neighbor {ip-address| peer-group-name} remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

IPv4マルチプロトコルBGPネイバーテーブルに追
加します。

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1
remote-as 50000

インバウンドルートマップを指定されたネイバー

から受信したルートに適用します。もしくは、アウ

neighbor {ip-address| peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

例：

ステップ 5

トバウンドルートマップを指定されたネイバーへ

アドバタイズされたルートへ適用します。

Device(config-router)# neighbor 10.0.0.1
route-map ROUTE-MAP-NAME in

BGPルートマップ継続
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 6

ルートマップコンフィギュレーションモードを開

始し、ルートマップを作成または設定します。

route-map map-name {permit | deny}
[sequence-number]

例：

ステップ 7

Device(config)# route-map ROUTE-MAP-NAME permit
10

ポリシールーティングとルートフィルタリングが

発生する条件を指定する matchコマンドを設定し
ます。

match ip address {access-list-number |
access-list-name} [... access-list-number | ...
access-list-name]

例：

ステップ 8

•複数のmatchコマンドを設定できます。match
コマンドが設定された場合、continue文が実行

Device(config-route-map)# match ip address 1
されるには一致の発生が必要になります。

matchコマンドが設定されない場合、setおよ
び continue句は実行されます。

この作業で使用する matchコマンドおよ
び setコマンドは、continueコマンドの動
作を記述するための例です。具体的な

matchコマンドおよび setコマンドのリス
トについては、『Cisco IOS IP Routing:
BGP Command Reference』の continueコ
マンドを参照してください。

（注）

setコマンドを設定して、matchコマンドで適用さ
れた条件が満たされた場合のルーティングアクショ

ンを指定します。

set community community-number [additive]
[well-known-community] | none}

例：

ステップ 9

•複数の setコマンドを設定できます。
Device(config-route-map)# set community 10:1

•この例では、指定したコミュニティをセットす
る句が作成されます。

一致が出現した後もmatch文の評価と実行を継続す
るよう、ルートマップを設定します。

continue [sequence-number]

例：

ステップ 10

•シーケンス番号が指定された場合、continue句
は指定されたシーケンス番号のルートマップ

へ移動します。

Device(config-route-map)# continue

BGPルートマップ継続
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目的コマンドまたはアクション

•シーケンス番号が指定されない場合、continue
句はその次のシーケンス番号のルートマップ

へ移動します。この動作は、「黙示的継続」と

呼ばれます。

アウトバウンドルートマップの continue
句は、Cisco IOS XE Release 2.1以降のリ
リースだけでサポートされています。

（注）

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 11

Device(config-route-map)# end

（任意）ローカルで設定されたルートマップを表

示します。出力をフィルタリングするためのルート

show route-map [map-name]

例：

ステップ 12

マップ名は、このコマンドの構文内で指定できま

す。Device# show route-map

例

次に、show route-mapコマンドを使用して continue句の設定を確認する方法の出力例
を示します。設定されたルートマップが、match、set、および continue句を含め、出
力に表示されます。

Device# show route-map

route-map MARKETING, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): 1
metric 10

Continue: sequence 40
Set clauses:
as-path prepend 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 20
Match clauses:
ip address (access-lists): 2
metric 20

Set clauses:
as-path prepend 10 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 30
Match clauses:
Continue: to next entry 40
Set clauses:
as-path prepend 10 10 10

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MARKETING, permit, sequence 40
Match clauses:
community (community-list filter): 10:1

BGPルートマップ継続
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Set clauses:
local-preference 104

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes
route-map MKTG-POLICY-MAP, permit, sequence 10
Match clauses:
Set clauses:
community 655370

Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

BGPルートマップ継続の設定例

例：BGPルートマップでの continue句の使用によるトラフィックの
フィルタ処理

次に、ルートマップシーケンスでの continue句設定の例を示します。

アウトバウンドルートマップの continue句は、Cisco IOS Release 12.0(31)S、12.2(33)SB、
12.2(33)SRB、12.2(33)SXI、12.4(4)T、およびそれ以降のリリースだけでサポートされていま
す。

（注）

ルートマップエントリ 10にある 1番目の continue句は、一致が出現した場合にルートマップ
がエントリ 30に移動することを示します。一致が出現しなければ、ルートマップは「失敗」
してエントリ 20へ移動します。ルートマップエントリ 20で一致が出現すると、setアクショ
ンが実行され、ルートマップはそれ以上どのルートマップエントリも評価しません。最初に

一致した match ip address句だけをサポートします。

ルートマップエントリ 20で一致が出現しない場合、ルートマップはマッチングに失敗して
ルートマップエントリ 30へ移動します。このシーケンスには match句が含まれていないた
め、set句は自動的に実行され、continue句にはシーケンス番号が指定されていないため、そ
の次のルートマップエントリへ移動することになります。

一致が出現しない場合、ルートマップはマッチングに失敗してエントリ 30へ移動し、set句を
実行します。continue句にはシーケンス番号が指定されていないため、ルートマップエント
リ 40が評価されることになります。

後続の continue句エントリで、同じ setコマンドが繰り返される場合、2種類の動作が考えら
れます。値の加算や累積を設定する setコマンド（set community additive、set extended
community additive、set as-pathprependなど）では、後続のエントリによって後続の値が加算
されます。次に、この動作の例を示します。match句の各セットの後に、as-pathに自律システ
ム番号を追加するため set as-path prependコマンドが設定されています。一致が出現すると、
ルートマップは match句の評価を停止し、設定された順序で set句の実行を開始します。一致
が何度出現するかに応じて、as-pathには 1つ、2つ、または 3つの自律システム番号がプリペ
ンドされます。

route-map ROUTE-MAP-NAME permit 10

BGPルートマップ継続
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match ip address 1
match metric 10
set as-path prepend 10
continue 30
!
route-map ROUTE-MAP-NAME permit 20
match ip address 2
match metric 20
set as-path prepend 10 10
!
route-map ROUTE-MAP-NAME permit 30
set as-path prepend 10 10 10
continue
!
route-map ROUTE-MAP-NAME permit 40
match community 10:1
set local-preference 104

この例では、同じ setコマンドが後続の continue句エントリで繰り返されますが、動作は 1番
目の例と異なります。絶対値を設定する setコマンドの場合、最後のインスタンスの値がそれ
以前の値を上書きします。次に、この動作の例を示します。シーケンス 20の set句の値が、
シーケンス 10の set句の値を上書きします。ネットワーク 172.16/16からのプレフィックスの
ネクストホップは 10.2.2.2に設定され、10.1.1.1にはなりません。

ip prefix-list 1 permit 172.16.0.0/16
ip prefix-list 2 permit 192.168.1.0/24
route-map RED permit 10
match ip address prefix-list 1
set ip next hop 10.1.1.1
continue 20
exit
route-map RED permit 20
match ip address prefix-list 2
set ip next hop 10.2.2.2
end

ルートマップはリニア動作であり、入れ子動作ではありません。あるルートがいったんcontinue
コマンド句を伴ったルートマップ許可エントリで一致すると、ルートマップ末尾の黙示的拒

否により処理されません。次に、この場合の例を示します。

（注）

次の例では、ルートの as-pathが 10、20、または 30に一致する場合、ルートは許可され、
continue句は明示的 deny句をジャンプして IPアドレスプレフィックスリストのマッチング処
理へ移動します。一致が出現すると、ルートメトリックが100に設定されます。as-pathが10、
20、または 30に一致せず、かつコミュニティ番号が 30に一致するルートだけが拒否されま
す。他のルータを拒否するには、明示的 deny文を設定する必要があります。

route-map test permit 10
match as-path 10 20 30
continue 30
exit
route-map test deny 20
match community 30
exit
route-map test permit 30
match ip address prefix-list 1

BGPルートマップ継続
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set metric 100
exit

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: BGP
Command Reference』

BGPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Route Refresh Capability for BGP-4』RFC
2918

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートならびにドキュメントの

Webサイトではリソースをオンラインで提供
しており、マニュアル、ソフトウェア、およ

びツールをダウンロードできます。これらの

リソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために

使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

BGPルートマップ継続の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_bgp/command/irg-cr-book.html
http://www.cisco.com/support


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、http://www.cisco.com/go/cfnに進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 : BGPルートマップ継続の機能情報

機能情報リリース機能名

BGPルートマップ継続機能に
より、continue句が BGPルー
トマップコンフィギュレー

ションに導入されます。

continue句によって、ポリシー
設定とルートフィルタリング

のプログラム性は高まり、正

常なmatchおよび set句によっ
てエントリが実行された後に

追加のエントリを実行する機

能が導入されます。continue句
によって、ネットワークオペ

レータはポリシー定義をさら

にモジュール化して設定でき

るようになり、特定のポリ

シー設定を同じルートマップ

内で繰り返す必要がなくなり

ました。
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http://www.cisco.com/go/cfn
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